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「
二
十
四
孝
」
は
日
本
文
学
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
中
国
の
孝
子

説
話
で
あ
る
が
、
そ
の
形
成
あ
る

い
は
伝
来
の
過
程
は
、
未
だ
謎
が
多

い
。

本
稿
は
、
冒
頭
話
で
あ
る
中
国
の
伝
説
の
皇
帝

「舜
」
の
説
話
を
取
り
あ
げ
、

同
じ
く

「舜
」
の
孝
子
説
話
を
伝
え
る
孝
子
伝
や
舜
子
変
文
を
通
し
て
、
そ

の
孝
の
あ
り
方
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
伝
来
の
過
程
を
考
察
す
る

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
「舜
」
の
孝
が
意
味
す
る

と
こ
ろ
を
孝
経
と
も
絡
め
て
考
え
、
「
二
十
四
孝
」
に
お

い
て

「舜
」

の
説

話
が
冒
頭
で
あ
る
理
由
に
つ
い
て
探

っ
て
み
た

い
。

キ
ー
ワ
ー
ド

"
二
十
四
孝
、
孝
子
伝
、
舜
子
変
文
、
御
伽
草
子

『二
十
四
孝
』

一

二
十
四
孝

の
冒
頭
を
飾
る
の
は
、
中

国
の
伝
説
の
皇
帝

「舜
」
で
あ
る
。
舜
は

聖
帝
と
し
て
知
ら
れ
る

一
方

で
、
非
常

に

「孝
」
に
あ

つ
い
人
物
と
し
て
も
知
ら

れ
て
い
る
。
舜
の
孝
を
伝
え
る
文
献
は
数
多
く
あ
る
が
、
御
伽
草
子

『二
十
四
孝
』

「大
舜
」
(以
下
草
子
と
す
る
)
で
は
次
の
よ
う
に
伝
え
る

(渋
川
板
に
拠
る
)
。

大
舜

隊
々
耕
春
象

粉

々
耘
草
禽

嗣
堯
登
宝
位

孝
感
動
天
心

大
舜
は
い
た
つ
て
か
う
く

な
る
人
な
り
。
ち
ち

の
名
は
こ
そ
う
と
い
へ
る
。

一
た
ん
か
た
く
な
に
し
て
、
母
は
か
だ
ま
し
き
人
な
り
。
お
と

・
は
お
ほ
ひ

に
お
ご
り
て
、

い
た
づ
ら
人
な
り
。
し
か
れ
ど
も
、
大
舜
は
ひ
た
す
ら
孝
行

を
い
た
せ
り
。
あ
る
時
歴
山
と
云
所

に
耕
作
し
け
る
に
、
か
れ
が
孝
行
を
か

ん
じ
て
、
大
象
が
き
た

つ
て
田
を
た
か
や
し
、
又
鳥
飛
き
た

つ
て
田
の
草
を

く
さ
き
り
、
か
う
さ
く
の
た
す
け
を
な
し
た
る
な
り
。
扨
其
時
天
下
の
御
あ

る
じ
を
ば
堯
王
と
名
づ
け
奉
る
。
ひ
め
ぎ
み
ま
し
ま
す
、
あ
ね
を
ば
娥
皇
と

申
、

い
も
と
は
女
英
と
申
侍

べ
り
。
堯
王
す
な
は
ち
舜
の
孝
行
な
る
こ
と
を

き
こ
し
め
し
お
よ
ば
れ
、
御
む
す
め
を
后
に
そ
な

へ
、
終
に
天
下
を
ゆ
づ
り

コ
ニ
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給

へ
り
。
こ
れ
ひ
と

へ
に
孝
行
の
ふ
か
き
意
よ
り
お
こ
れ
り
。

草
子
で
は
、
舜

の
歴
山
で
の
耕
作
を
舜

の
孝
に
感
じ
た
象
や
鳥
が
助
け
る
、
と
い

う
話
を
伝
え
て
お
り
、
そ
れ
が
話
の
中
心
で
あ
る
こ
と
は
、
挿
図
が
、
舜
と

一
緒

に
象
と
鳥
が
耕
作
し
て
い
る
様
を
描
く

こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

草
子
の
記
述
で
は
、
な
ぜ
歴
山
で
の
耕
作
が
孝
の
行
為
と
な
る
の
か
疑
問
が
残
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
耕
作
は
生
活
の
糧
を
得
る
た
め
な
ど
に
普
通
に
行
わ
れ
る
行
為
で
、

孝
の
行
為
と
し
て
特
に
採
り
上
げ
る
も

の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
僅
か
に

「
し
か
れ
と
も
、
大
し
ゆ

ん
は
ひ
た
す
ら
孝
行
を
い
た
せ
り
」
と

い

う
記
述
か
ら
、
何
ら
か
の
話
が
別
に
あ

っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
が
、
草
子
の
記

述
か
ら
は
具
体
的
な
こ
と
は
想
像
し
難
い
。

『二十四孝』大舜図

三
二

こ
の
疑
問
は
、
草
子
の
基
と
さ
れ
る
、
元
の
郭
居
敬
が
選
し
た
全
相
二
十
四
孝

詩
選

(以
下
詩
選
と
す
る
)
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
次
に
詩
選
を
上
げ
る

(竜
谷

大
学
蔵
乙
本
に
拠
り
、
甲
本
を
参
照
し
た
)
。

大
舜

隊
々
棚耕
春
象

粉
々
耘
丱早
禽
冖

嗣
堯
登
宝
位

孝
感
動
天
心

大
舜
至
孝
、
父
頑
母
囂
弟
象
傲
、
舜
耕
於
歴
山
、
有
象
為
之
耕
、
鳥
為
之
耘
、

其
孝
感
如
此
、
堯
聞
之
妻
二
女
、
譲
以
天
下
。

詩
選

で
は
、
「舜
耕
於
歴
山
、
有
象
為
之
耕
、
鳥
為
之
耘
、
其
孝
感
如
此
」
と
し

て
、
「孝
感
」
が
中
心
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
孝
の
行
為
に
つ
い
て
は

「大
舜
至

孝
」
と
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
草
子
に
あ
る
よ
う
な

「し
か
れ
ど
も
大
舜

は
ひ
た
す
ら
孝
行
を

い
た
せ
り
」
と
い
う
記
述
も
な
く
、
疑
問
は
深
ま
る
ば
か
り

と
な

っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
は
、
二
十
四
孝

の
舜
譚

(以
下
二
十
四
孝

の
舜
譚
を
二
十
四
孝

と
し
、
二
十
四
孝
全
体
を
指
す
と
き
に
は

「
二
十
四
孝
」
と
す
る
)
が
、
「孝
感
」

を
中
心
に
述
べ
て
、
孝
の
行
為
に
つ
い
て
は
極
め
て
簡
単
な
記
述
し
か
持
た
な
く

な

っ
た
経
緯
を
探
り
、
舜
譚
が
、
「
二
十
四
孝
」
の
冒
頭
を
飾
る
理
由
に

つ
い
て

考
察
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

二

舜
の
伝
記
は
、
史
記

(五
帝
本
紀
)
、
孟
子

(万
章
上
)
に
あ
る
が
、
こ
れ
ら

は
舜

の
聖
徳
を
主
眼
と
し
て
記
し
て
い
て
、
孝
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
は
な
い
。



「
二
十
四
孝
」
と
同
じ
く
、
孝
を
主
眼
と
す
る
文
献
を
上
げ
る
な
ら
ば
、
想
起
さ

れ
る
の
は
孝
子
伝
で
あ
る
。
こ
の
孝
子
伝
の
盛
衰
に

つ
い
て
、
西
野
貞
治
氏
が
、

マ
　

次
の
よ
う
に
簡
潔
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

家
族
制
度
が
極
め
て
古
く
か
ら
発
達

し
た
中
国
で
は
、
そ
の
維
持

の
た
め
に

孝
行

の
教
化
が
徹
底
さ
れ
、
孝
行

の
実
践
例
を
掲
げ
た
孝
子
伝

.
孝
子
図
な

ど
と
題
す
る
書
が
、
孝
経
と
共
に
童

蒙
の
必
修
書
と
さ
れ
、
六
朝
末
迄
に
十

数
種
以
上
も
出
現
し
た
。
此
等

の
書
が
盛
行
し
た
こ
と
は
種

々
の
資
料
か
ら

偲
ば
れ
る
が
、
伝
存
の
記
録
は
南
宋
の
鄭
樵

の
通
志
略
を
下
限
と
し
、
稍
後

の
晁
公
武

・
陳
振
孫
ら
の
博
捜
家

に
も
見
ら
れ
て
い
ぬ
よ
う
で
、
或
は
南
宋

の
兵
燹
に
佚
わ
れ
た
も
の
が
多

い
か
と
考
え
る
。

中
国
で
は
失
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
孝
子
伝

で
あ
る
が
、
日
本
で
は
、
陽
明
文
庫

と
京
都
大
学

の
清
家
文
庫

(舟
橋
家
旧
蔵
)
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は

既
に
周
知

の
こ
と
と
な

っ
て
い
る
で
あ

ろ
う
。
こ
の
二
つ
の
文
庫
に
伝
わ
る
孝
子

伝
は
、
同

一
系
統
と
み
な
さ
れ
る
も

の
で
、
陽
明
文
庫
蔵
の
孝
子
伝
が
舟
橋
家
旧

蔵

の
孝
子
伝
よ
り
古

い
型
を
存
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
陽
明
文
庫

蔵
孝
子
伝
で
は
ど

の
よ
う
に
舜
の
孝
を
伝
え
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
次
に
舜

の
条
を

上
げ
る

(黒
田
彰
先
生
ご
所
持
の
写
真
に
拠
る
)。

帝
舜
重
花
、
至
孝
也
。
其
父
瞽
叟
頑
愚
、
不
別
聖
賢
。
用
後
婦
之
言
、
而
欲

殺
舜
。
便
使
上
屋
、
於
下
焼
之
。
乃
飛
下
、
供
養
如
故
。
又
使
治
井
没
井
、

又
欲
殺
舜
。
々
乃
密
知
、
便
作
傍
穴
。
父
畢
以
大
石
填
之
。
舜
乃
泣
東
家
井

出
。
因
投
歴
山
、
以
躬
耕
種
穀
。
天
下
大
旱
、
民
無
収
者
、
唯
舜
種
者
大
豊
。

其
父
填
井
之
後
、
両
目
清
盲
。
至
市
就
舜
糴
米
、
舜
乃
以
銭
還
置
米
中
。
如

是
非

一
。
父
疑
是
重
花
。
借
人
看
朽
井
、
子
无
所
見
。
後
又
糴
米
、
対
在
舜

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

第
二
九
号

(二
0
0

1
年
三
月
)

前
。
論
賈
未
畢
、
父
日
、
君
是
何
人
、
而
見
給
鄙
。
将
非
我
子
重
花
耶
。

舜
日
、
是
也
。
即
来
父
前
、
相
抱
号
泣
。
舜
以
衣
拭
父
両
眼
、
即
開
明
。
所

謂
為
孝
之
至
。
蕘
聞
之
、
妻
以
二
女
、
授
之
天
子
。
故
孝
経
日
、
事
父
母
孝
、

天
地
明
察
、
感
動
乾
霊
也
。

陽
明
文
庫
蔵
孝
子
伝
に
は
、
父
母
が
舜
を
殺
そ
う
と
す
る
に
も
拘
ら
ず
、
舜
は
父

母
に
孝
を
尽
く
し
た
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
舜
の
条
に
つ
い
て
は
、
西
野
氏

　
　

ソ

の
重
要
な
指
摘
が
あ
る
。
そ
れ
を
次
に
上
げ
る
。

此
の
孝
子
伝

の
説
話
の
中
に
、
既
存
の
他

の
諸
書
と
著
し
く
異
る
記
載
を
持

つ
も
の
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
俗
文
学
の
発
達
を
考
え
る
上
に
、
重

要
な
異
議
を
も

つ
も

の
で
あ
る
。
先
ず
儒
家
の
理
想
像
と
さ
れ
る
舜

の
伝
に

つ
い
て
み
る
と
、
…
…
尚
書

・
孟
子

・
史
記
な
ど

の
正
確
な
古
典
の
記
載
と

著
し
い
対
照
を
な
す
。
即
ち
比
較
を
な
し
得
る
共
通
点
に

つ
い
て
考
察
を
す

る
と

(五
帝
本
紀
)
史
記
で
は
先
ず
そ
の
徳
行
を
認
め
ら
れ
て
堯

の
二
女
を

娶
り
、
堯
の
試
を
う
け
て
歴
山
に
耕
し
、
次

い
で
焚
廩
掩
井
の
厄
を
経
た
後

で
帝
位
を
譲
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
孟
子

(万
章
上
)
は
歴
山
に
耕
す
る
の
記

載
を
欠
く
外
は
史
記
に
等
し
い
。
即
ち
堯

の
譲
位
を
受
け
る
こ
と
の
外
は
悉

く
孝
子
伝
と
は
順
序
が
逆
で
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
孝
子

伝
と
前
述

の
順
序
の
ほ
ぼ

一
致
す
る
も

の
に
論
衡

(吉
験
篇
)
の
記
述
が
あ

る
が
、
こ
こ
に
見
え
る
如
き
舜
が
歴
山
に
於
け
る
豊
作
を
得
た
こ
と
、
瞽
叟

が
そ
の
悪
業
の
為
に
盲
目
に
な
る
こ
と
、
ま
た
舜
の
孝
心
に
よ

つ
て
盲
眼
が

開
か
れ
る
こ
と
等
の
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
以
上
に
述
べ
た
諸

点
が
悉
く
此
の
孝
子
伝
と
符
合
し
、

一
層
詳
細
な
記
述
を
持

つ
も

の
に
敦
煌

出
土
の
舜
子
至
孝
変
文

(劉
復
、
敦
煌
綴
瑣
、
上
輯
、
十

一
)
が
存
す
る
。

三
三
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西
野
氏
が
注
目
さ
れ
た
史
記

・
孟
子
と
、
孝
子
伝

・
舜
子
変
文

(S
四
六
五
四

・

P
二
七
二

一
)

の
相
違
点
に
つ
い
て
、
も
う

一
度
み
て
み
よ
う
。

先
ず
、
孟
子

・
史
記
で
は
、

①
先
ず
そ
の
徳
行
を
認
め
ら
れ
て
堯

の
二
女
を
娶
る

②
蕘
の
試
を
う
け
て
歴
山
に
耕
す

③
焚
廩
掩
井
の
厄
を
経
る

④
帝
位
を
譲
ら
れ
る

の
順
序
で
あ
る
の
に
対
し
、
孝
子
伝
や
舜
子
変
文
で
は
、

③

1

②

1

①

ー

④

と
な

っ
て
お
り
、
さ
ら
に
②
と
①

の
問
に
、

a
歴
山
で
豊
作
を
得
て
、
そ
の
米
で
父
母
を
養
う

b
瞽
叟
は
そ
の
悪
業
の
為
に
盲
目
に
な
る
が
、
舜
の
孝
心
に
よ
り
開
眼
す
る

と

い
う
要
素
が
加
わ

っ
て
い
る
。
二
十
四
孝
の
順
序
は
、

②

1

①

ー

④

と
な

っ
て
い
て
、
③

の
要
素
は
欠
け
る
が
、
孝
子
伝

・
舜
子
変
文
と
同
じ
順
序
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
二
十
四
孝
が
、
孝

子
伝
や
舜
子
変
文
と
同
系
列
に
あ

っ
た

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
そ

の
よ
う
に
考
え
て
、
二
十
四
孝
に
、

③
と

a
b
の
要
素
を
加
え
て
み
れ
ば
、
二
十
四
孝
に
お
け
る
舜
の
歴
山
を
耕
す
行

為
が
、
従
順
に
父
母
と
弟
を
養
う

「孝
」

の
行
為
と
し
て
理
解
出
来
、
決
し
て
平

凡
な
行
為
で
は
な
か

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

二
十
四
孝
と
孝
子
伝

・
舜
子
変
文
が
同
系
列

で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
文
献
は

他
に
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
五
片

の
敦
煌
文
書
か
ら
な
る

『敦
煌
変
文
集
』
巻
八
所

　
ヨ

　

収

「孝
子
伝
」

(以
下
敦
煌
本
孝
子
伝
と
す
る
)
で
あ
る
。
敦
煌
本
孝
子
伝
は
、

三
四

類

書

系

統

(P

1
1六
:
1
二

、

S

五

七

七

六

)

と

変

文

系

統

(
S

三

八

九

、

P

三

五

　
　

　

三
六
、
P
三
六
八
〇
)
に
分
か
れ
る
が
、
舜

の
話
は
、
類
書
系
統
と
変
文
系
統

の

両
方
に
あ
り
、
そ
の
話
の
要
素
と
順
序
は
、
両
者
と
も
孝
子
伝

・
舜
子
変
文
の
そ

れ
と
同
じ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
拙
稿
で
も
ふ
れ
た
が
、
こ
の
敦
煌
本
孝
子
伝
の

変
文
系
統
に
は
、
談
子

の
条
が
あ

っ
て
、
「
二
十
四
孝
」
と
関
連
が
深

い
と
考
え

　
ら

　

ら
れ
る
。
次
に
変
文
系
統

の
舜
の
話
を
上
げ
る

(原
本
写
真
に
拠
り
、
『敦
熄
変

　
　

　

文
集
新
書
』
を
参
照
し
た
)
。

舜
子
者
、
冀

邑
人
也
。
早
喪
慈
母
、
独
養
老
父
瞽
叟
。
父
取
後
妻
、
妻
譖
其

夫
、
頻
欲
殺
舜
。
令
舜
濤
井
、
与
石
圧
之
、
孝
感
於
天
、
撤
東
家
井
出
。
舜

奔
耕
歴
山
。
後
聞
米
貴
、
将
来
冀
都
而
糶
。
及
見
後
母
、
就
舜
買
米
。
舜
識

是
母
、
密
与
其
銭
及
米
置
嚢
中
。
如
此
数
度
、
後
母
至
家
、
具
説
上
事
。
瞽

叟
擬
是
舜
、
令
妻
引
手
、
遂
往
市
都
。
高
声
喚
云
、
「子
之
語
声
、
以
似
吾

舜
子
」
。
舜
知
是
父
、
遂
発
人
向
父
親
抱
頭
而
哭
、
以
舌
舐
其
父
眼
、
其
眼

得
再
明
。
市
人
見
之
,
无
不
驚
怪
。
詩
日

瞽
叟
填
井
自
目
盲

舜
子
従
来
歴
山
耕

将
来
冀

都
逢
父
母

以
舌
舐
眼
再
還
明

又
詩
日

孝
順
父
母
感
于
天

舜
子
濤
井
得
銀
銭

父
母
抛
石
圧
舜
子

感
得
穿
井
東
家
連

韻
文
部
分
は
舜
子
変
文
と
同

一
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
も
、
二
十
四
孝
が
孝
子
伝
や

舜
子
変
文
と
同
系
列
で
あ
る
傍
証
と
な
る
。



三

さ
て
、
二
十
四
孝
が
、
孝
子
伝
や
舜
子
変
文
と
同
系
列
の
話
で
あ
る
こ
と
は
わ

か

っ
た
が
、
二
十
四
孝

の
話

の
中
心

で
あ
る

「象
為
之
耕
、
鳥
為
之
耘
」
(以
下

象
耕
鳥
耘
と
す

る
)
に
つ
い
て
、
舜
子
変
文
に
次

の
よ
う
な
記
述
が
存
在
す

る

　
　

　

(訳
文
は
入
矢
義
高
氏
編

『仏
教
文
学
集
』
に
、
原
文
は
原
本
写
真
に
拠
り

『敦

　
　

　

煌
変
文
校
注
』
を
参
照
し
た
)
。

こ
の
教
え
を
受
け
ま
す
と
、
舜
は
す

ぐ
さ
ま
母
親

の
墓
を
尋
ね
、
母
の
現
身

に
会

っ
て
流
る
る
は
血
の
涙
。
母

が
舜
に
申
さ
る
る
よ
う
、
「吾
子
よ
、
家

へ
は
帰
る
ま
い
そ
。
そ
な
た
は
ま
だ
ま
だ
先
が
あ
る
。
西
南
の
か
た
歴
山

へ

お
行
き
。
そ
こ
で
田
作
り
し
て
お
れ
ば
、
き

っ
と
偉
い
人
に
な
り
ま
す
よ
」

舜
は
母
の
言
葉
に
従

い
母
と
別
れ
て
山
中

へ
行
き
、
百
頃
余
り

の
荒
れ
畑
を

見

つ
け
、
胸
の
ふ
さ
が
る
思

い
。
種

子
も
牛
も
、
手
に
入
れ
よ
う
す
べ
も
な

し
。
天
そ
の
至
孝
を
見
そ
な
わ
し
た
も
う
や
、
群
な
す
猪
が
口
で
耕
や
し
畝

作
り
、
百
鳥
は
種
子
を
く
わ
え
て
畑

に
播
き
、
天
は
雨
ふ
ら
せ
て
灌

漑
し
て

く
れ
ま
す
。
そ
の
年
は
天
下
は
凶
作

、
た
だ
舜
の
み
は
豊
作
で
、
数
百
石
の

収
穫
。

(舜
即
尋
覓
阿
嬢
墓
。
見
阿
嬢
真
身

、
悲
啼
血
。
阿
嬢
報
言
舜
子

「兒
莫
帰

家
、
兒
大
未
尽
。
但
取
西
南
角
歴

山
、
躬
耕
、
必
当
貴
。
」
舜
取
母
語
、
相

別
行
至
山
中
、
見
百
余
頃
空
田
、
心

中
哽
噎
。
種
子
犂
牛
、
無
処
取
之
。
天

知
至
孝
、
自
有
群
猪
以
觜
耕
地
開
壟

、
百
鳥
銜
子
抛
田
、
天
雨
澆
漑
。
其
歳

天
下
不
熟
、
舜
自
独
豊
、
得
数
百
石
穀
米
。)

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

第
二
九
号

(二
〇
〇

一
年
三
月
)

舜
子
変
文
で
は
、
象
と
鳥
が
、
群
猪
と
百
鳥
に
な

っ
て
い
る
が
、
象
耕
鳥
耘
と
み

な
し
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
武
田
雅
哉
氏
に
よ
れ
ば
、
猪
即
ち
中
国
の
豚

は
耳
が
大
き
く

て
鼻
が
長

い
と
い
う
点
で
、
象
と
は
似
た
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ

　
　

　

て
い
た
と

い
う
。
舜
子
変
文
は
俗
講
と
し
て
話
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
象
よ

り
も
身
近
な
動
物

で
あ
る
豚
に
作
り
変
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
孝
子
伝
に
は
該
当

部
分
が
無

い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
象
耕
鳥
耘

の
説
に
つ
い
て
、
鳥
居
龍
蔵
氏
が
次

　せ

の
よ
う
な
指
摘
を
し
て
い
る
。

彼

〔筆
者
注
舜
〕
の
若
き
こ
ろ
の
歴
山
に
お
け
る
耕
作
物
語
は
、
『史
記
』
「
五

帝
紀
」
、
『淮
南
子
』
、
『捜
神
記
』
に
み
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
書
に
は

彼
の
耕
作
を
助
け
た
多
数
の
象

の
出
現
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な

い
。
後

漢
代
の
書
で
あ
る
王
充
の

『論
衡
』
「書
虚
篇
」
に
は
、
「
註
に
い
う
、
舜
は

蒼
梧
に
葬
ら
れ
た
。
象
が
彼

の
た
め
に
土
地
を
耕
し
た
。
禹
は
会
稽
に
葬
ら

れ
た
。
鳥
が
彼

の
た
め
に
土
地
を
耕
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
晋
の
皇
甫
謐

の

『帝
王
世
紀
』

に
も
、
「舜
は
蒼
梧
に
葬
ら
れ
た
。
彼
は
彼
の
た
め
に
し

ば
し
ば
土
地
を
耕
し
た

一
群

(あ
る

い
は
数
群
)
の
象
を
も

っ
て
い
た
。
禹

が
会
稽
に
葬
ら
れ
た
と
き
、
数
群
の
象
が
土
地
を
耕
し
た
と
い
わ
れ
る
」
と

述
べ
て
い
る
。
こ
の
1111G
載
に
は
歴
山
に
お
い
て
舜
が
手
助
け
に
き
た
象
と
と

も
に
耕
作
し
た
と
は
記
し
て

い
な

い
。
し
か
し

『図
書
集
成
』
「禽
蟲
典
」

に
み
る
陸
亀
蒙

の

「象
耕
鳥
耘
篇
」
に
は

「舜
が
ま
だ

一
介

の
庶
民
と
し
て

歴
山
で
耕
作
し
て
い
た
こ
ろ
、
彼
の
高
徳
な
善
行
に
う
た
れ
て
象
は
彼

の
た

め
に
鋤

で
耕
し
、
鳥
は
除
草
し
て
耕
し
た
と

い
わ
れ
る
」
と
述

べ
て
い
る
。

舜
が
象
の
手
助
け
を
え
て
歴
山
で
耕
作
し
た
物
語
が
こ
こ
に
み
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
た
と
え
こ
の
物
語
が
文
献
に
み
ら
れ
な
く
て
も
、
古

い
こ
ろ
か
ら
お

三
五



舜
子
変
文
と

『二
十
四
孝
』

(坪
井

直
子
)

そ
ら
く
民
間
の
説
話
に
な

っ
て
い
た

こ
と
は
推
測
さ
れ
る
。
中
州
で
発
見
さ

れ
、
羅
振
玉
が
所
蔵
す
る
二
十
四
個
の
慱

〔筆
者
注
山
西
省
大
寧
県
中
州
に
あ

る
遼
代
の
墳
墓
か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
、
羅
振
玉

『古
明
器
図
録
』
収
〕
に
み
ら
れ

る
既
述
の
絵

の
中
に
は
、
立

っ
て

い
る
男
、
上
空
を
飛
ぶ
二
羽
の
鳥
、

一
頭

の
象
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
表
題
は
み
ら
れ
な

い
が
、
こ
の
摶

と

上
記
物
語
と
の
関
連
を
示
唆
し
て
い
る
。

こ
の
指
摘
は
、
鸞
峯

の
墓

の
主
室
の
壁

面
に
描
か
れ
た
、
舜
図
と
み
ら
れ
る
画

像
槫

に
つ
い
て
な
さ
れ
た
も
の
で
、
鸞
峯

の
墓
と
は
、
鳥
居
氏
が
1
9
3
0
～
4

0
年
に
か
け
て
調
査
し
た
遼
寧
省
鞍
山
市
東
南
部
の
白
家
堡
子
に
あ
る
遼
代

の
墳

墓
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
墓

に
描
か
れ

た
舜
図
は
、
現
在
出
土
し

て
い
る
宋
、

遼

・
金

の
他
の
二
十
四
孝
図
か
ら
鑑
み
て
、
二
十
四
孝

の
舜
図
と
考
え
ら
れ
る
。

同
様
に
羅
振
玉
蔵

の
画
像
摶
も
ま
た
二
十
四
孝
図
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
鳥
居
氏

は
、
二
十
四
孝
の
象
耕
鳥
耘
図
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
鳥
居
氏
が

指
摘
さ
れ
た
三

つ
の
文
献

の
う
ち
、
歴

山
を
舞
台
と
し
て
い
る
文
献
は
、
陸
亀
蒙

ヨ
　

の

「象
耕
鳥
耘
弁
」
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
笠
澤
叢
書
三

(陸
亀
蒙
撰
)
に
あ

る
論
で
、
ど
の
よ
う
に
象
耕
鳥
耘
が
論

じ
ら
れ
て
い
る
か
、
次
に
上
げ
る

(文
淵

閣
四
庫
全
書
影
印
に
拠
る
)
。

世
謂
、
舜
之
在
下
也
、
田
於
歴
山
、
象
為
之
耕
、
鳥
為
之
耘
、
聖
徳
感
召
也

如
是
、
余
日
斯
異
術
也
、
何
聖
徳
歟
、
孔
子
叙
書
於
舜
日
、
濬
哲
文
明
聖
徳
、

止
於
是
而
足
矣
、
何
感
召
之
云
云
乎
、
然
象
耕
鳥
耘
之
説
、
吾
得
於
農
家
、

請
試
弁
之
、
吾
観
耕
者
、
行
端
而
徐
起
撥
欲
欲
深
、
獣
之
形
魁
者
、
無
出
於

象
、
行
必
端
履
必
深
、
法
其
端
深

、
故
日
象
耕
、
耘
者
、
去
莠
挙
手
務
、
疾

而
畏
晩
、
鳥
之
啄
食
務
、
疾
而
畏
奪

、
法
其
疾
畏
、
故
日
鳥
転
、
試
禹
之
績

三
六

大
成
、
而
後
薦
之
於
天
、
其
為
端
且
深
、
非
得
於
象
耕
乎
、
去
四
凶
恐
害
於

政
、
其
為
疾
且
畏
、
非
得
於
鳥
耘
乎
、
不
然
則
雷
澤
之
漁
、
河
濱
之
陶
、

一

無
感
召
何
也
、
豈
聖
徳
有
時
、
而
不
徳
耶
、
孟
子
日
、
堯
舜
与
人
同
耳
、
而

好
事
者
、
張
以
就
其
怪
、
怪
非
聖
人
之
意
也
、
吾
病
其
書
之
異
端
、
毆
之
使

合
於
道
、
人
其
従
我
乎
、
雖
不
従
吾
、
亦
不
能
変
其
説
。

陸
亀
蒙
は
、
象
耕
鳥
耘
を
納
得
の
出
来
な
い
民
間
の
異
端
説
と
し
て
論
じ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
が
、
気
に
掛
か
る
の
は
、
象
耕
鳥
耘
が
聖
徳
に
よ
る
も
の
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
論
衡
に
も
当
て
は
ま
る
。
論
衡

(書
虚
篇
)

で
は
、
象
耕
鳥
耘
を
次

の
よ
う
に
記
す
。

伝
書
言
、
舜
葬
於
蒼
梧
、
象
為
之
耕
、
禹
葬
会
稽

、
鳥
為
之
田
。
蓋
以
聖
徳

所
致
、
天
使
鳥
獣
報
祐
之
也
。
世
莫
不
然
。
而
孝
実
之

、
殆
虚
言
也
。

「象
耕
鳥
耘
弁
」
同
様
に
、
象
耕
鳥
耘
を
聖
徳
の
も
た
ら
し
た
も

の
と
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
象
耕
鳥
耘
は
孝
で
は
な
く
聖

徳
を
表
す
の
で
あ
る
か
ら
、
舜
子
変
文
や
二
十
四
孝
に
記
さ
れ
る
象
耕
鳥
耘
は
齟

齬
を
き
た
し
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
陸
亀
蒙
は
六
経
に
通
じ
て
い

た
人
物
で
あ
る
か
ら
、
象
耕
鳥
耘
を
聖
徳
と
受
け
取

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「象
耕

鳥
耘
弁
」
を
注
意
深
く
み
る
な
ら
ば

「世
謂
」
と
あ
る
。
「世
謂
」
即
ち
民
間
に

お
い
て
も
聖
徳
と
受
け
取
ら
れ
て
い
た
と
は
限
ら
な
い
。
例
え
ば
、
日
本
の
文
献

で
あ
る
東
大
寺
諷
誦
文
稿
に
は
次

の
よ
う
な
歴
山
の
記
述
が
あ
る
。

ハ
オ
ヒ
モ
テ

タ
カ
へ

　
げ

重
花
擔
二盲
父
一而
耕
二

歴
山
一而

レ養
二盲
父

一。

こ
れ
は
、
孟
子

(尽
心
上
)

の

桃
応
問
日
。
舜
為
天
子
。
皐
陶
為
士
。
瞽
叟
殺
人
。
則
如
之
何
。
孟
子
日
。

執
之
而
已
矣
。
然
則
舜
不
禁
与
。
日
。
夫
舜
悪
得
而
禁
之
。
夫
有
所
受
之
也
。



然
則
如
之
何
。
日
。
舜
視
棄
天
下
。
猶
棄
敝
蹤
也
。
竊
負
而
逃
。
遵
海
濱
而

処
。
終
身
訴
然
楽
而
忘
天
下
。

　ヨ

に
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
舜

の
孝

を
示
す
も

の
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
こ
と
か
ら
推
測
す
る
に
、
正
史
や
儒
書

に
は
記
録
さ
れ
て
い
な

い
舜

の
孝
を
述

べ
る
話
が
民
間
そ
の
他
の
と
こ
ろ
に
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
こ
と
は
例
え

ば
、
劉
向
孝
子
伝

(法
苑
珠
林
巻
四
十
九
所
引
)
が
、

舜
父
有
目
失
始
時
微
微
。
至
後
妻
之
言
。
舜
有
井
穴
之
。
舜
父
在
家
貧
厄
。

邑
市
而
居
。
舜
父
夜
臥
夢
見

一
鳳
皇
自
名
爲
鶏
。
口
銜
米
以
哺
。
已
言
鶏
為

子
孫
視
之
是
鳳
皇
。
黄
帝
夢
書
言
之

。
此
子
孫
当
有
貴
者
。
舜
占
猶
也
。
比

年
糴
稲
穀
中
有
錢
。
舜
也
乃
三
日
三
夜
仰
天
自
告
過
。
因
至
是
聴
常
与
市
者

声
故
。

一
人
。
舜
前
之
目
霍
然
聞
。

見
舜
感
傷
市
人
。
大
聖
至
孝
道
所
神
明

矣
。

と

い
っ
た
変
わ

っ
た
話
を
伝
え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
想
像
で
き
る
。

舜

の
伝
記
は
、
青
木
正
兒
氏
が

コ

大
恨
事
は
現
今

の

「尚
書
」
は

「舜
典
」

が
欠
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
、
舜
の
伝
記
と
し
て
　ビ

最
も
基
本
と
な

っ
た
で
あ
ろ
う
尚
書

の
舜
典
は
現
在
失
わ
れ
て
し
ま

っ
て
い
る
。

尚
書
は
、
入
々
の
間
に
深
く
浸
透
し
て
お
り
、
舜
も
ま
た
聖
帝
と
し
て
有
名
な
人

物
で
あ
る
。
た
と
え
舜
典
が
失
わ
れ
て

い
る
と
し
て
も
、
そ
の
内
容
は
、
何
ら
か

の
形
で
伝
わ
り
、
人
々
は
、
史
記
や
孟
子
か
ら
は
窮
い
知
る
こ
と
の
出
来
な

い
伝

記
、
例
え
ば
孝
に
つ
い
て
の
伝
記
な
ど
を
、
知
る
こ
と
が
出
来
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
尚
書
だ
け
で
は
な
く
、
他
に
も
舜

の
伝
記
を
記
し
た
も

の
が
あ

っ
た
か
も
し

れ
な

い
。
象
耕
鳥
耘
と
は
そ
の
よ
う
な
類

の
舜

の
伝
説
で
あ
り
、
そ
れ
が
舜
子
変

文
と
二
十
四
孝
に
あ

っ
て
孝
子
伝
に
な

い
と
い
う
こ
と
は
、
変
文
と
二
十
四
孝
が

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

第
二
九
号

(二
0
0

1
年
三
月
)

よ
り
近

い
存
在

の
文
献
で
あ
る
と

い
え
る
。
し
か
し
二
十
四
孝
が
、
舜
子
変
文
に

あ
る
よ
う
な
具
体
的
な
孝
の
記
述
を
欠
き
、
象
耕
鳥
耘
を
中
心
と
す
る
孝
子
譚
に

な

っ
て
い
る
こ
と
は
、
や
は
り
両
者
が
異
な

っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ

の
意
味
で
は

「
二
十
四
孝
」
は
新
た
な
舜
譚
を
登
場
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ

こ
に
新
た
な
孝
子
説
話
即
ち

「二
十
四
孝
」
誕
生

の
姿
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
だ

ろ
う
。

四

孝

の
あ
り
方
や
、
孝
を
実
践
す
る
上
で
、
基
本
に
な
る
も
の
と
さ
れ
た
の
が
孝

経
で
あ
る
。
そ
の
孝
経
に
は
次

の
よ
う
に
あ
る
。

・
夫
孝
始
於
事
親
、
中
於
事
君
、
終
於
立
身

(開
宗
明
義
章
)。

・
子
日
、
愛
親
者
、
弗
敢
悪
於
人
、
敬
親
者
、
弗
敢
慢
於
人
。
愛
敬
尽
於
事
親
、

然
後
徳
教
加
於
百
姓
、
刑
於
四
海
。
蓋
天
子
之
孝
也
。
呂
刑
云
、

一
人
有
慶
、

兆
民
頼
之

(天
子
章
)。

　ぬ
　

こ
れ
ら
の
記
述
に
つ
い
て
木
島
史
雄
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
こ
に
語
ら
れ
て
い
る
の
は
、
「孝
」
と
天
下
の
政
治
と
の
関
係
で
あ
る
。

前
者
は
、
個
人
的
な
孝
行
為
が
最
終
的
に
は

「名
を
揚
げ
親
に
栄
え
あ
り
、

故
に
身
を
立

つ
」
こ
と
に
な
る
の
が
理
想
だ
と
い
う
か
ん
が
え
で
あ
る
。
ま

た
後
者
で
は
、
「親
を
愛
す
る
者
」
「親
を
敬
す
る
者
」
な
ど
と
孝
の
行
為
が

語
ら
れ
た
あ
と
、
続

い
て
唐
突
に

「徳
教
を
百
姓
に
加
え
、
四
海
に
刑
せ
ら

る
る
」
な
ど
と

い
う
統
治
者
の
立
場
か
ら
の
孝
が
語
ら
れ
、
視
点
が
す
り
変

わ

っ
て

「天
子
之
孝
」

に
つ
な
が

っ
て
い
く
。
前
者

の
よ
う
な
仕
え
る
側
か

三
七



舜
子
変
文
と

『二
十
四
孝
』

(坪
井

直
子
)

ら
の
孝
で
あ
れ
、
後
者
の
よ
う
な
治
め
る
側
か
ら
の
孝
で
あ
れ
、
い
ず
れ
に

せ
よ
孝
が
天
下
の
政
治
に
つ
な
が
る
徳
目
で
あ
る
こ
と
が
語
ら
れ
る
。
天
下

の
政
治
に
つ
な
が
る
と

い
う
こ
と

は
こ
の
際
、
理
想
国
家
論
で
あ
る
か
ら
、

「孝
」
は
こ
こ
で
は
理
想
国
家
構
築

の
た
め
の
手
段
と
見
倣
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
あ
る
。
『孝
経
』
は
儒
の
教
え
を
載
せ
た
書
物
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い

た
か
ら
、
こ
の
時
代
、
孝
と
天
下

の
政
治
を
結
び
附
け
る
考
え
が
ゆ
き
渡

っ

て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
孝
が
持

つ
意
味
合

い
に
は
、
先

に
み
た
よ
う
な
宗
教

の
結
束
強
化

の
手
段
な
ど
の
比
較
的
目
的
の
は

っ
き
り

と
し
た
身
近
な
も
の
以
外
に
、
直
接
的
に
は
ど
う

つ
な
が
る
の
か
定
か
で
は

な

い
イ
メ
ー
ジ
ス
ロ
ー
ガ
ン
的
な
意
味
も
附
与
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
で
あ

ろ
う
。
......
r孝
」
の
称
揚
が
、
余
り
に
も
身
近
な
行
動
規
制
と
、
遠
く
か

け
は
な
れ
た
国
家
理
念
の
両
面
か
ら
な

っ
て
い
る
た
め
に
、
逆
に
論
理
や
検

証
な
ど
と

い
う
孝
の
強
制
力
を
阻
害
し
か
ね
な
い
要
素

の
介
入
を
許
さ
ず
、

そ
の
分
き
わ
め
て
強
い
力

に
な

っ
て
い

っ
た

の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ

る
。
…
…

つ
ま
り
孝
は
、
国
家

の
統
治
理
念

の

一
つ
で
あ

っ
た

の
で
あ
る
。

…
…
孝
の
称
揚
が
と
り
わ
け
強
調
さ

れ
た

の
は
、
た
し
か
に
宗
族
の
結
束
強

化
策
と
し
て
直
接
に
有
効
で
あ

っ
た

こ
と
に
も
理
由
は
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け

で
な
く
、
儒
と

い
う
す
で
に
万
人
の
支
持
を
獲
得
し
た
理
念

の
中
か
ら
ス
ロ

ー
ガ
ン
を
選
ぶ
こ
と
に
よ

っ
て
、
こ

の
、
か
な
り
の
犠
牲
を
強
い
る
こ
と
に

な
る

「孝
と
い
う
理
念

の
実
践
」

に
た

い
す
る
行
為
者
の
躇

い
を
無
く
し
、

む
し
ろ
困
難
を
克
服
し
て
正
し
い
行
為
を
す
る
と
い
う
満
足
感
を
与
え
る
と

い
う
思
慮
が
あ

っ
て
選
ば
れ
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

舜
の
行
為
は
、
聖
徳
に
も
孝
に
も
解
釈
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
天
子
の
孝
が

三
八

持

つ
本
質
的
な
問
題
に
由
来
す
る
も
の
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。
個
人
的
な
孝
行
為

が
理
想
国
家
構
築
の
た
め
の
手
段
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
二
十
四
孝

で

考
え
て
み
れ
ば
、
歴
山
で
耕
す
と
い
う
個
人
的
な
行
為
が
、
天
下
を
譲
ら
れ
る
と

い
う
国
家
的
な
行
為
と
変
じ
る
の
で
あ
り
、
舜

の
孝
は
天
子
の
孝
を
よ
く
体
現
し

て
い
る
と

い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
天
子
の
孝
を
、
「
二
十
四
孝
」

が
冒
頭
に
置
く
と
い
う

こ
と
は
、
孝
が
理
想
国
家
を
築
く
手
段
で
あ
る
こ
と
を
表

し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
「
二
十
四
孝
」

で
は
、
舜
以
下
孝
子
が
様

々
な
孝
の
行

為
を
行
う
が
、
そ
れ
ら
は
、
し
ば
し
ば
理
解
に
苦
し
む
ほ
ど
の
困
難
を
伴
う
。
そ

の
困
難
は
、
「孝
」
の
理
念

の
も
と
に
克
服
さ
れ
満
足
感
に
変
じ
る
の
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
に
国
家
の
統
治
理
念

の
関
与
が
み
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
に
み
　
を

て

く

れ

ば

、

「
二

十

四

孝

」

の
舜

譚

が

、

徳

田

氏

も

指

摘

さ

れ

て

い

る

よ

う

に

、

瑞

祥

を

示

す

象

耕

鳥

耘

で

あ

る

こ
と

は

、

孝

を

賞

賛

し
奨

励

す

る
と

い
う

点

に

お

い
て

誠

に
象

徴

的

で

、

「
二
十

四

孝

」

の

冒

頭

を

飾

る

に

ふ

さ

わ

し

い
孝

子

譚

で

あ

っ
た

と

い
え

る
だ

ろ
う

。

(
図

は

市

古

貞

次

氏

編

『
御

伽

草

子
』

「
二

十

四

孝

)

〈
三

弥

井

書

店

、

昭

和

46
年

〉

に
拠

る
。
)

〔注

〕(
1
)
西
野
貞
治
氏

「陽

明
本
孝
子
伝

の
性
格
並

に
清
家
本
と

の
関
係
に

つ
い
て
」

(
『
人

文
研
究
』

7

・
6
、
昭
和

31
年

7
月
)
。

(
2
)
西
野
氏
注

(
1
)

前
掲
論
文
。

(
3
)
王
重

民
氏
等

『敦
煌
変

文
集
』

(人
民
出
版
社

、

1
9
5
7
年
)
。



(
4
)
王
三
慶
氏

『
敦
煌
類
書
』

(麗
文
文
化
事

業
股

吩

有

限
公
司
、

1
9

9
2
年
)

な

ど
参

照
。

(
5
)
拙
稿

「
談

子
探
源

-

二
十
四
孝
成

立
史

の
た
め
に

ー
」

(『愛
知
県

立
大

学
大
学

院
国
際
文
化
研
究
論
集
』

1
、
平
成

12
年

3
月
)
。

(
6
)
藩
重
規
氏

『敦
煌

変
文
集
新
書
』

(文
津

出
版
社
、

1
9
9

4
年
版

に
拠

る
。

〈
初

版
は
、
中
国
文
化
大
学
中
文
研
究
所
、

1
9
8
4
年
版
〉
)
。

(
7
)
入
矢
義

高
氏
編

『
仏
教
文
学

集
』

(中
国
古
典

文
学
大
系

60
、
平

凡
社
、
昭
和

50

年
)
。

(
8
)
黄
征
、
張

涌
泉

氏
校
注

『敦
煌
変

文
校
注
』

(中
華
書

局
、

1
9
9
7
年
)
。
舜

子

変

に

つ

い
て
は

、
金
岡

照
光
氏

「
孝

行
譚

1

「
舜

子
変
」

と

「
董
永
伝

」
1

」

『敦
煌

の
文
学
文
献
』

(講
座
敦
煌

9
、
大
東
出
版
社

、
平
成

2
年
)
H

三
、
同
氏

「敦
煌
本
舜
子
変
再
論
補
正

i

附
斯
坦
因
四
六
五
四
本
校
勘
訳
註

1

」

『敦
煌
文

献
と
中
国
文
学
』

(
五
曜
書
房
、
平
成

12
年
)

二
な
ど

の
論

が
あ

る
。

(
9
)
武

田
雅
哉

氏

「
八
戒
絵
姿
考
」

『猪
八
戒

の
大

冒
険
』

(三
省
堂
、
平
成

7
年
)
四

章

(金
文
京
氏

に
ご
教
示
賜
り
ま

し
た
)
。

(
10
)
鳥
居
龍

蔵
氏

「
遼
代

の
画
像

石
墓
」

『鳥
居
龍
蔵
全
集

』
第
五
巻

(朝

日
新

聞
社
、

昭
和

51
年
)
所
収
、

1

鸞
峯

の
墓
注

23
。

(
11
)
晋
皇

甫

『帝

王
世
紀
』

(太
平
御

覧
八
九

〇
獣
部

二
象

所
引
)

に
は
次

の
よ
う

に

記

さ
れ

る
。

帝
王
世
紀

日
、
舜
葬
蒼

梧
下
、
有
群
象
常
為
之
耕
。
又
云
禹
葬
会
稽

祠

下
、
有
群

象
耕

田

(12
)
川

口
久

雄
氏
は
、

こ
の
部
分
を

「
董
永
説
話

と
混
同
し

て
い
る
ら
し

い
」
と
さ
れ

て

い
る

(
「敦
煌
本
舜
子
変
文

・
董
永
変
文
と

日
本
説
話
文
学
」

『敦
煌
よ
り

の
風
』

4

〈明
治
書
院
、
平
成

12
年
>
H

二
、
初
出

『M
U
S
E
U
M
』

83
、
昭
和

49
年
、

2

10
月
)
。

(13
)
青

木
正
兒
氏

「堯
舜
伝

説

の
構
成
」

『支

那
文
学
芸
術
考
』

(弘

文
堂
書
房
、
昭
和

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

第

二
九
号

(1
10
0

1
年

三
月
)

17
年

)
。
舜

の
伝
説

に

つ
い
て
は
、

大
谷
邦
彦

氏

「
「孟

子
」

に
お
け
る
舜
説
話

」

(
『中
國
古

典
研
究
』
14
、
昭
和

41
年

12
月
)
、
金

文
京
氏

「
敦
煌
本

「舜

子
至
孝
変

文
」

と
広
西
壮

族
師
公
戯

「
舜
児
」
」

(
『言

語
文
化
研

究
所
紀
要
』

26
、
平

成

6

年

12
月
)
、
佐

藤
長
氏

「堯

舜
禹
伝

説

の
成
立

に

つ
い
て
」

『中

国
古

代
史
論
考

』

(朋
友
書
店
、
平
成

12
年
)

三
な
ど

の
論

が
あ

る
。

(14
)
木
島

史
雄
氏

「
六
朝
前
期

の
孝

と
喪
服
」

『中

国
古

代
礼
制
研
究
』

(京

都
人
文
科

学
研
究
所
、
平
成

7
年
)
。

(15
)
徳

田
進

氏

「
舜

の
孝

子
説
話

の
発
展

と
拡

大
」

(
『高
崎

経
済

大
学
論

集
』

10
巻

1

・
2

・
3
合
併

号
、

昭
和

42
年

11
月
)
。

(
つ
ぼ

い

な

お

こ

文

学

研

究

科

国
文

学

専

攻

博

士
後

期

課
程

)

(指

導

教

員

凵
黒

田

彰

教
授

)

1
1
0

0

0
年

十

月

十

八

日
受

理

、

三
九




